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竣認購鵡嶺裾
まるで屋外にいるような錯覚を受けるキョロqホール

の大窓。アクリルー枚窓としては轡葬最大。
（横14．5絹・縦4，Qrn・摩7cm）

※醐孫記事P6～7

ギ禽欝の選擢滋簸擦蕎霧
　～ε矯淀例議会から、禽併関係の

　　　　　質疑・箸弁を特集しました～　夢P2～3

ゼ禽磁したら瓢うな夢濠嘗講
　～5市町栂含欝経慧協議金で協罎された調整項尉を、
　　　今月から脳賄版で随時お簿らせします～　擬P尋及び鋼冊

ダ解んぱれ絵之撫1壽
　～こよなく松之宙を愛す3人の方から4）メッセージ～　》P＄～9

ゼ轟癒たのぞば1こ濾購鑓講
　～絡駕度町消防蘭組織を紹介し謙す～　》P鶏

ゼ総之嶽ふ巻難露ルタ瀞兜繊藩
　～公疑館でお翼い或めできます～　》蹴7
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おめでた（出生）

おまホ

環紀ちやん 吉州錐…・美奈子さん

　　　　松口（坂本〉

おくやみ（死亡）

該当なし

＊5月墨段から5月3！濤までの漏患分です。

＊広報に載せてほしくない方は、鰯出の時

に窓口にお謡ください．
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　　　　5月3王鷺瑚薮、
総人澱　3，060人（＋9）

　男　 三，489ノ＼（十4）

　　女叢，57！人（＋5）

雛帯数　三，ioO戸（＋4）

　　　（　）内は前月との比較

町民憲章　昭和，，葎，月簿｝定

わたしたちは松之ぬ驚民です．郷．土を愛し、

みんなでよりよい町づくりをしよう。

町民の合露葉

　　！、美しい緑と雪の中で

　　　　　　　心豊かな人になろう
　　1、ブナの穂が触れ合うように

　　　　　　　連体の心をもとう
　　三、湧きいづる湯泉のように

　　　　　　　創造のカを蕩めよう

遡 いつも涜気なうさぎ絹
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　これから山は入る機会が塔えます。

　　　山火事を起こさぬよう綱心の注憲を1
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糠蕪灘養藤蘇蒙嚢蕪3簾灘襲 Vo目3

■小野塚嘉男議員

　町民は、町長のいう3つの選択肢を

等踊離感で見てはいなかったと感じて

いる。まず自律できる体鰯を整え、初めて合併に進

むのがほんとうの姿ではないのか。町長は津南との

協議を始めると欝ったが、その開始撮・構成員等を

異体的に示してもらいたい。まず仮でもよいので単

急にメンバーを幕り、津南・中漿との話し合いの場

を立ち上げてもらいたい。

囲圏鋤線響怠器計願藁編罐康

を縮小する摘報もあり、園の方斜が明確でないこと

カ、らなカ、なカ、難しい。

　新たな任意協議会の立ち．ヒげは議会や委輿会との

協議が必要であり、ここで績程を示すことはできな

いが、今のところ7月上旬須を目指し動きたい。

擁 ．
縛 蟹

■高橋英一一議員

　國は地方の時代をたてまえに合併を

進めているが、現実は交付税など財源

借置の縮小が目的である事は明らかだ。昨年！2月の

合併懇談会で配獅した資料での、新市の財政将来像

は余りにも罪硯実的ではないか。10月にアンケート

をやると書うが、合餅しない場合の交付税措麗など

禽め、もっと現実的な数値を畢く示すべきだ。

闘麟鷲鷺驚凝禦総簾認鰻婁
なかった。問題は、合併するとほんとうに余裕が患

てくるのかということだ。本来そうあることを属指

した合併でなくてはならない。圏が目指す将来像も

不透明な今では晃通しはなかなか難しい。ただ国の

動きや財政状況を考えると、禽憐しない場合の交付

税が現状で保証されると考える方が不自然ではないか。

　　　　　　■相沢正平議員

　　　　　　　5欄村臆協議会の劃あわせ事項の公開も髄齢この時点で陣靴の方離赫したこ
　　　　　　とで眠醐で鞍の声が際える．餉轍するのであれば潤鰯織や住民に対して納得でき

る説明をしないと、今後獣き朧響醐るのでは劇＞か・2つの協議鈍繍すること離険だ議とえ掘

津南・中臆と合併しても、将来また合併問題が浮上する事になるのではないか。

　　　　私としては、境臆協議会を進める中でだんだん糀1こなってきたそれぞれの欄村の体質や謙観

闘騒る1こ当たり、繭．幡松之し醐町村の舗が望ま腿つの選択肢であると顯した・しかし3

つの選欄こついては、現騰駕もっともっと議論して泌》たい謁蠣題は賑一人が判断すべき額で

はないということを議会でも再認識していただきたい。

て灘塗囎羅麟1瓢灘灘灘攣警難鎌辱§
第1段階として3町村がよいのではないかと考えている。
複数の臆協議会については、繭裡との言齢いで臆協議会の設立力磯であれぱ・そ備点で一つ

に絞る考えでいる。

3

■佐藤奮一議員

　理蕉進められている十β時広域圏任意合併協議会ではいろ

いろと不協稲膏が闘こえている中で、協議の紙かい内容につ

いては協議会便りなどを見ても伝わってこない。合併に対する町の今後の

進め方暢欝程などを承して欲しい。

　・方今園、議会全員協議会の腐で津南町との種意協議会発足を提案した

が、その翼慧は伺か．溝、購町もよいと思うが町の規模では大きな差がある。

協議を進める中で麟難になるということはないのか。また岡の示す一帯レ

ベルでの合併という方針にも反することにもなる。やはり申墾村の存在が

大きな意瞭を持ってくるのではないか。

　　　　露要案件については箏務レベルでの調整中なので・こ禰’励体
鰯麟番である、獅f弩の名称の件で醐こなったが、・灘藤の疑

り発、葺で蕊式な議題ではなかった．今後の進め方は、秋鷺畷に新磨の将来

構想が公表される予定なので、合併する・しないのシミュレーション等資

料も作り、集落あるいは地域懇談会を爽施したあとほ0月頃に住渓アンケ

ートを行う。

　灘南町との協議も進めたいが、できれば申鰻麓をAめた津繭衛生施設組

合での金併が鯉ましいので、議をしていきたいと考えている。

懸羅臓駄戦＿＿＿，＿

　　　　　　の考えから行うのは真慧ではないと考えている。時長は合繕

の選棚駕複数あるというが、糀灘）ている舗嚇擾意協舞義会での細

かい構報ですら伝わってこない中、住畏にはあきらめ感さえ漂っている。

今この時期に、津南町・中羅種との籍たな含併協議を進めるということの

意昧とその決慧を往民に対して示すべきである。
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　　　　①合併しない、②憧澱時広域6事照捨併、③津繭衛坐施設組合での合併の3つは常々欝ってきた。6

鰯購ぎ舞瞭進めてきた②噺腺灘嬢了肪鯵力購いこととなり、繭⑱嚇擁考えるに

勤た．糀の臆協議舗締糊1は嘘められているが個人藤ヲには③購継搬い拷えている論

併繭の将勲櫛す獄鞭で靭、醸と議会の繍を灘るとと枕・厭の餉鱒鰍鮒ればなら
い。3欝轡との協議を進めることは、控民の判断資料のためにも必要と考えている。

難綴孝嘗山穿葬一議黄

　　蓼　賑の舗選択肢卿1づ舗しない窪（辮）がある力書漆来は鰍シ漁い油ン勧豪し
　　繕、この蜘こ基づいて検糺た上に禰て舗に1鑑んでいく醐糠臨玉σ）か・棚輔・欄

とσ晒柵協識進めてヤ』くと鵬したが、蹴糠艦めている諦醐妻億協灘卿で抽ような｛本糊

で進めていくのか。鱒幾はますます混激するのではないか。

　　　　脚潮輩鷺髄鱒場として、絹、脚翼騎購麟離する孤ぼ憾での麟と今御進め
懸灘方を輿脚繍こ象3条峯三らせしたいと考えている．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
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い。3欝轡との協議を進めることは、控民の判断資料のためにも必要と考えている。

難綴孝嘗山穿葬一議黄

　　蓼　賑の舗選択肢卿1づ舗しない窪（辮）がある力書漆来は鰍シ漁い油ン勧豪し
　　繕、この蜘こ基づいて検糺た上に禰て舗に1鑑んでいく醐糠臨玉σ）か・棚輔・欄

とσ晒柵協識進めてヤ』くと鵬したが、蹴糠艦めている諦醐妻億協灘卿で抽ような｛本糊
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　　　　脚潮輩鷺髄鱒場として、絹、脚翼騎購麟離する孤ぼ憾での麟と今御進め
懸灘方を輿脚繍こ象3条峯三らせしたいと考えている．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
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率
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と
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に
平
成
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年
度
と

掘
え
置
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保
険
税
の
額
は
、
そ
の
年

に
予
測
さ
れ
る
圏
保
全
体
の

緩
療
費
か
ら
、
受
診
の
蒔
患

春
が
負
担
す
る
分
と
麟
な
ど

の
補
助
金
を
除
い
た
額
と
な

り
ま
す
。

　
一
難
帯
あ
た
り
の
鐸
間
保

険
税
額
の
限
度
額
は
、
医
療

分
で
五
牽
三
芳
円
、
介
護
分

で
八
万
円
で
す
。
ま
た
所
得

の
低
い
繊
帯
に
は
、
そ
の
徴

帯
の
総
漸
得
と
被
保
険
奢
数

に
よ
り
2
翻
、
5
割
、
7
劉
の

軽
減
劔
度
が
あ
り
ま
す
。

’糖

　　　　　　　　保険税はこのように計算します
　　　　　　　※40歳兼満の婁帯と65歳以上の世帯は、医療保険分だけの負担です⇔

匿療保険分（濁保癩入脅金曇で欝算します。隈度額53万円〉　　　介護保険分（銀度額8万周）

簗等割　　　均等割　　　資麓割　　　所得割　　　　均等翻　　　所得翻

礫礁つき　→劇歓翻に麟て癩十・糊購十継勧簾鋤嚇　牽　繍購鵬鵬舞牽購鑛職雛纂
23，5蟹講　　　駄22愛OG簾　　　獅48，0鶉　　　　税事6。5瓢　　　　　肇人9ρG¢鍵　　　　税寡t（｝蝿

鐸間の国饒健康保険税　鳳　医療保険分　牽　介護保険分

論
欝
瞬
広
燐
圏
禽
鱗
憾
慧
脇
議
金
遽
報

懸
会
長
が
各
委
翼
に
対
し
再
認
識
を
要
請

　
本
協
議
会
の
発
霧
で
建
疑
に
不
安
紡
料
を
与
え
た
こ
と
に
対
し

山
本
会
長
は
、
「
各
市
町
村
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
が
あ
り
論
議
す

る
こ
と
は
大
い
に
結
構
だ
が
、
委
員
は
各
地
域
代
表
で
あ
る
と
岡

時
に
広
域
の
代
表
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
5
市
町
村
が
仲
良

く
ま
と
ま
っ
て
い
こ
う
と
い
う
目
的
で
発
是
し
た
本
協
議
会
の
趣

冒
を
薄
認
識
し
て
も
ら
い
た
い
。
」
と
述
べ
、
安
易
な
発
欝
を
控
え

る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

糠
地
域
条
件
に
応
じ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
も
必
要
で
は
な
い
か

　
こ
れ
か
ら
生
活
に
密
藩
し
た
脇
議
項
目
が
続
々
あ
が
っ
て
き
ま

す
．
今
醸
は
蕩
齢
者
編
祉
や
介
護
保
険
等
の
編
祉
関
係
に
つ
い
て

協
議
を
行
い
ま
し
た
。
概
ね
幹
事
会
の
案
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
が
、

保
育
料
に
つ
い
て
は
軽
減
率
の
蕎
い
松
代
・
松
之
山
が
問
題
に
な

り
ま
し
た
。
案
で
は
段
階
補
正
に
よ
り
｝
徳
と
す
る
も
の
で
し
た

が
、
綴
酉
町
長
の
「
負
撞
増
分
は
サ
…
ビ
ス
の
肉
上
に
反
映
す
る

と
書
う
が
、
地
域
的
に
一
鶴
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
と
は
書

い
切
れ
な
い
。
も
っ
と
地
域
に
配
慮
し
た
案
を
漏
と
い
う
意
見
が

あ
り
、
こ
の
件
は
幹
事
会
に
差
し
戻
さ
れ
爾
考
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

灘
広
報
別
禰
で
随
時
協
議
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
協
議
が
終
了
し
た
項
目
の
中
か
ら
生
潜
に
密
藩
し
た
項
目
を
優

先
に
、
今
月
か
ら
広
報
別
冊
版
と
し
て
印
刷
し
、
皆
様
に
お
短
ら

せ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
原
本
は
役
場
で
醐
覧
で
き
ま

す
の
で
窓
口
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

鍵甜臨騰鋤翻らせ雲鷺：藩奮7髪舗鵬30徽・　会だ・・を　…

入醜中の…βにかかる食事代のうち780円を

一般の被保険麿の方々に負撫していただ意、

残りを入院時食事療養費として麟保が負担

します。

　麟
ζ＝：〉つ

　ぢ

住属税
罪課税繊帯

帯の

受給権嵩

　入院すると入院聴食事療養費の一部輿撮金

として、琵3780円を医療機関に支払うこと

になりますが、住饒税の非課税燦帯には減額

される制農があります．

　※住饒税雰課税盤欝の方はゼ標準負担額減額謙是証3
　　（串請1こより交付）が必要となりまずo

◆食事代の標準負撞額は、高額療養費を算定する霞i3負握額

　には入り牽せん。

　保険税や医療費のことでわからないことが

ありましたら、糧当までお気軽にお問い倉わ

せください。

　総務課住浅係　国保擾当：高橋まで

綜
》

ぎ

難灘灘溝鯵葛の総繊懇爾⑳饗の織ぽ遷懇懸藻鱒感

叢溝穫叢穣羅。繋懸灘灘叢葛のぽ楽纏灘確穫謙慧

潴海鐵懸．懸慧鐵蜷難覇滋馨溺樂懸勇翼i懸叢叢鞍1、

　藩i懲鑛購癒編馨講馨鱗護強螺鐡鞠懸⑬懸叢。

織懸馨麟国縫i蝶糠穂欝羅醗麟ミ懸灘魑麟癒蓬叢義

馨登懸欝蓬縷継麟癒嚇灘覇難灘顯灘彌襲i慧灘
灘難灘醸雛ぽ蒸楼暑難霧鐵濃懸叢鰻懸嬢叢霧。繊

蓬磁ぽ嚢難叢毯溺難灘臓灘麟難輩懸幾ぽiき鐡瓢

懸璽鯵饗騨穫炎嫌聯懸蜷懸叢繋鋸欝麟蒙馨の獲私礎

馨辮繋欝驚糠鱗懸韓叢購懸灘、難懸羅
鍵擬繊驕翻縫繋難、繊馨灘鐵叢雛懸霧勲総

灘灘雛驚謙灘灘鱗難籔濾懸灘籔馨懸璽
難霧麟餐鹸識継の欝然灘糞鷲逡灘難灘簗漿
馨遜癒編麟繋磯灘懸、
　私ぽ鷺肇の織竃雛期鋒鐵縫帰麹灘鯵。梅蓬藤塗

適琶鱗の巌残畷糞繍1謙鶏翻蕩叢叢。慧⑳欝蠣懇、

総選鐡⑬護蕊漁環灘⑳滋護巻懸繊欝蒸燈懸羅総i慧

麟襲霧、

麟’

　　賑縫灘慧i騰、糞．磯懸、鞭鶏蒙驚帰鞭懇撚護癒惹滋灘

　　懲灘灘灘鑛暑叢懇懇懇灘霧懸謙叢寝葛濠蚊溝
　　蒸蓼蒸寝霧．職藻繕滋濾灘畿鞍鶉継窓懇醐灘籔懸

　　懸漁蓬讐蕉縷懸懇寝蕩鷺叢懸漏難欝懸馨

　　　総海顯獺鱗麟懸騰蓬癒麹灘難撫黛鎗懸繍嬬

　　暴懲灘懸糟選叢縷繋懸鞠羅涼麟戴鐵蔑鍛繋慈松懇

　　鹸護叢織総懸思麟諜磁蓬．癒穫懇饗匿鑛繊癒蓬叢

　　護滋懇涛灘齢懇鑛毯懸変覇籔雛鯵灘滋蟻濾き灘麟

　　懇懸懸。総懸1灘婁滋欝ぽ獲権懸難灘叢譲鐡餐寒ゐ顯

　　羅譲鰹。・1麟襲緩騰．嬢縫醸繍麟懸勝懸。寝巻

　　隣緩簾懇轍礒難蒙叢総ぽ難険懸の鞭潴犠蜜拶蓬。

　　霧総頭ii灘鞠灘鍵懸豫濾⑳懇膿暴癒薄灘輝癒寝叢

　　霧楚、縷難灘鰯轍謹家幾縫i皆ぽ灘潔欝灘凝鎌締鳶

※来月号がベッキーさんの巖終園となります。
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綴
譲
滋
の
驚
報
発
信
の
中
核
施
設
と
し
て
、
い
よ
い
よ
職
森
の
学

．
校
蝕
ギ
嚢
q
自
が
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
去
る
6
月
24
賃
（
火
）
に
は
、

遜
隣
市
町
村
長
を
始
め
た
く
さ
ん
の
来
賓
と
麗
係
者
か
ら
出
鷹
し
て
い

だ
だ
き
竣
工
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
新
た
に
結
成
さ
れ
た
門
ジ

　
ュ
ニ
ア
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
…
」
　
（
松
之
山
小
学
校
5
年
生
〉
の
任
命
式

も
行
わ
れ
、
今
後
の
活
動
に
尚
か
い
熱
い
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
子
供
か
ら
大
人
ま
で
、
多
く
の
町
戻
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ

な
が
ら
羽
ば
た
き
を
始
め
た
キ
ョ
ロ
ロ
。
大
き
く
鳶
て
鍵
界
に
飛
び
立

た
せ
ま
し
ょ
う
。

霧
、

鷺キ
貰
鐙
Ω
ホ
豪
灘
懸
懸
覇
蕪
懸
雛
灘
鎌
繕
織
、

来
賓
・
麗
懸
懸
纏
議
縷
懸
幾
懸
饗
．
懇
懸
馨
雛
薙
．

灘鐡灘麟灘欝

活躍に獺待し蓬す．雪糠鐵騨難勤鱗縫灘蓼一

懸
糠

一般公鯛獺闘中廼ぺ1，600入余りが訪れ塞した

藻麗　第騒鰯『越後総驚幽羅幽掌翁壌闇儲

　　，嚢　　6月28段、嬉後2鋳より真新しいキョロロホールで、第5回目となる羅山

醐繋欝犠畿罐慮器礁難墜肇器騰雛灘毯誉犠鰐

纏鞭籠蘇総捕繋緊轍蕪雛裡ll癖鴛1

　　ヲ　　璃かプンワィールド渤鰍鵜想に取嘲んでいますにのこと1ま糀
　　編　森の学校が進めようとしていることと共通点がありますが、ただ良い物があ

・繕麓鴇番噂聴餐ヲ乳猛酒幾甕甥誓多饗族欝菖茎
霧灘どう生力、してレ、くかがポイン鵬るでしょう．3

6

＄0メートルの高さから
見る眺めは最高です．

ただし、蓬60段の階段を

よってから．

ギヨ欝鶴木一ルの大窓

　懇蕊麟籔鋤慧麟駿鵜蒸灘簗鯵鐵鞭嚢鍵纂懇磯叢繊鐵饗灘澱簸鑓懇鷺縢簾

麟職段環騰懸議縷蒙機灘趨醗欝懸灘難羅麟鵜諜繊雛鷺懇懸鶏糠縫繋鍛叢鱗

鞍議懸燕．難鵜難懸叢欝灘葺穣難繋鎌繊懸驚魏麟舞灘霧檬灘鐵麟麹縷欝縷

邊馨i繊諜i霧礎慧懸麟麟覇i滋灘i讐礁鐡徳灘i観灘蓬灘灘議議議縣、

墜猶
　　　　食文化体験工携

　
纂

纂麟

　
講
叢
影
懸

　
開
催
ま
で
後
わ
ず
か
と
な
り
、
出
展
作
最
の
準
備
も
藩
々
と
進
ん
で

い
ま
す
・
大
號
戸
か
ら
、
松
之
出
ス
テ
…
ジ
の
拠
点
『
森
の
学
校
臨
キ
露
ロ

ロ
に
通
じ
る
町
遵
沿
い
に
も
作
最
が
で
き
あ
が

り
、
6
月
27
欝
の
年
諮
に
大
茂
戸
・
松
ロ
集
落

住
餐
を
中
心
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
花
植
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
作
家
と

住
罠
が
協
力
し
て
俸
最
を
挫
上
げ
る
、

と
い
う
の
が
今
回
の
芸
衛
祭
の
特
徴
で

も
あ
り
ま
す
。

O熱祭鋤舞肺騨に勲’れる

隙徽認鴻にて一

鞭灘
灘譲累
一つでヂブナの麟季」
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松之山は実家

幽
　
　
6
月
7
撫
（
土
）
梅
雨
入
り
箭
の
週
末
に
、
約

、
　
7
0
人
の
人
々
が
松
之
山
に
集
合
し
ま
し
た
。
松
之

’

　
　
山
学
園
始
ま
っ
て
以
来
の
「
親
睦
会
幅
で
す
。

【
　
　
山
栂
留
学
が
始
ま
っ
て
鷲
年
目
、
今
年
度
は
残

｝
　
念
な
が
ら
由
醤
留
学
鑑
は
い
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
を

4

　
　
巣
立
っ
た
ど
の
留
学
銚
、
そ
し
て
ど
の
親
に
と
っ

　
　
て
も
「
松
之
山
」
は
か
け
が
え
の
な
い
士
地
に
違

　
　
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
土
地
で
「
お
世
話
に
な
っ

　
　
た
農
家
の
方
々
を
呼
ん
で
、
ぜ
ひ
親
睦
会
を
や
っ

　
　
て
み
た
い
賑
と
謡
が
来
た
の
は
昨
年
鴛
月
で
し
た
。

　
　
主
催
は
元
山
村
留
学
盤
と
そ
の
保
護
潔
有
志
。
場

　
　
所
は
も
ち
ろ
ん
松
之
由
学
圏
で
、
と
準
備
が
進
め

欝
ら
れ
て
き
ま
髭
誉
籍
態
の
暴
生
・
、

糠
麓
幅
姦
の
難
額
嫌
膿
禰
傾
租
蟻

　
　
も
す
っ
か
り
「
元
由
村
留
学
盤
」
に
戻
り
、
欝
話

松之山学圏指灘員

　　　池田美佳

に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

　
松
之
撫
に
住
ん
で
い
る
人
が
「
イ
ベ
ン
ト
」
と

し
て
入
を
呼
ぶ
の
で
は
な
く
、
こ
こ
で
纂
ら
し
た

人
が
こ
の
地
で
「
イ
ベ
ン
ト
幅
を
す
る
た
め
に
人

を
集
め
、
そ
し
て
自
分
た
ち
か
ら
や
っ
て
く
る
－
…
・
。

こ
れ
こ
そ
真
の
交
流
だ
と
思
い
ま
す
。
で
は
な
ぜ

松
之
由
な
の
か
？
　
そ
れ
は
留
学
生
一
人
ひ
と
り

が
松
之
由
に
「
入
り
込
ん
だ
賑
か
ら
で
あ
り
、
そ

れ
を
こ
の
時
は
「
受
け
入
れ
て
く
れ
た
）
か
ら
で

も
あ
り
ま
す
。
小
中
学
生
と
い
う
多
感
な
聴
期
に
、

松
之
由
の
闘
季
・
自
然
に
ふ
れ
て
感
動
し
、
轟
匁
の

自
然
と
懸
ハ
存
繍
し
て
い
る
入
び
と
に
触
れ
、
優

し
さ
、
温
か
さ
、
そ
し
て
厳
し
さ
を
も
ら
っ
た
か

ら
で
す
。
人
闘
の
カ
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
自

然
を
知
り
、
鐵
分
を
親
身
に
な
っ
て
見
寄
っ
て
く

れ
る
入
と
繊
会
っ
た
か
ら
で
す
、
だ
か
ら
こ
そ
松

9

■
良
ら
山
籾
留
学
生
の
第
㎜
期
生
と
し
て
、
三
葎
闘

を
松
之
山
で
過
ご
す
。
郷
塁
に
帰
り
掌
生
生
活
を
過

ご
し
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
で
3
無
墨
の
留
学
の
後
松

之
山
に
簾
り
、
松
之
山
学
圏
の
指
導
黄
と
な
る
．
競

荏
蕎
P
O
ふ
る
さ
と
わ
っ
し
ょ
い
」
の
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
、
松
之
山
の
良
さ
を
子
供
達
に
伝
え
る
仕
事

に
構
熱
的
に
取
り
総
ん
で
い
る
。

之
慮
は
、
由
村
留
学
盗
に
と
っ
て
ふ
る
さ
と
で
あ

り
、
松
之
由
学
灘
は
実
家
な
の
で
す
、

　
今
の
趨
分
が
あ
る
の
に
必
要
な
も
の
、
実
家
、

そ
し
て
ふ
る
さ
と
は
、
あ
る
が
ま
ま
に
残
し
て
嘗

っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
ね
。
そ
れ
が
今
の
社
会

に
と
っ
て
一
番
大
切
な
こ
と
な
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
来
来
の
人
た
ち
に
も
…
：
・
。

弼叢ん螺瀧

　この菊っぽけ癒松譲田に、なぜ＆れほど人が

強き鍛けら縦るのか？

　かかわり方は違っても、こよなく松之宙を愛

ずる蕊人の方にメッセージをお願いし謹した。

それぞれの立蜷から松之山を語ってもらいまず。
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　郷騨分　　糠懸難1懸饗鰹　鷺
覇欝　　　騰麟講・
　都会の子洪達の懸書鉢験

欝懸慶

￥ 攣

欝　　　　“
　　　アざ　ノ
久しぶりに、S、るさと松之由の爾義と再会し話が進む（松之山掌園にて）

糞憂の松之山の昧わい方．緑陰レストランで緑風醤コーヒ㎝を”

～券禽の麹竃でくつろぐ鶴艶さん〉

輝くふるさとを

誇りに
　　　　東京松之山会会長

　　　　　　　高橋秀夫

　この頃、多くの皆さんがゼ松之出がよくテレビや全

麟紙に出ますね」と幾分羨望を含んだ諮葉をかけてく

ださる．松之忠町は全園から涯鐵されている。温泉は

露うに及ばず、美人林に代表される自然、ギアカショ

ウビンは松之山藩といわれる野鳥の宝庫でもある。巖

近．癒しだ、自然だと脚光をあび薩されている棚懸。

それはすでに！3年繭にグリーンリース事業として全

圏に発信されたものである。

　毎奪三園、田植え・出穂観察・稲刈りとお世謡にな

っているグリーンリー一ス事業は当会の活動の中心です

が、東窟穎潟県人会参癩の郷人会でも郷墨との交流の

柱にしようと、貸し農園事業に関心が謁まり、大勢の

方が碕修参加くださるようになっています。

　浦繊地区の豪雪を逆手にとった豪霧塾、痴村留学か

松之山の
　　　　昧わい方

赤禽磁主鶴田豊子

　r松之山」という素朴な雛に入った…椀。実に昧が

喪い。料理名をヂ1ヨ本の、原風景1という。

　椀のふたを醐けると緑豊かなさわやかな風が起こり、

香り高きおふくろの昧。その調瞭料は人情。豪雲とい

う驚醗な状態で発醒させたので、ふくよかで調頼のと

れた穏やかな味に仕．hがっている。彩りも鮮やかで“

照挙の旬を味わい尽くすのが特徴。

　見た目も実に美しく仕上がっているのは、長い祖先

の蕃労が培った伝統の味だから。歴史に裏打ちされた

文化のヂ美」である。それはどんな芸術家もかなわな

い、生活に根付いた「美雌である。

　ただ最近心醍なことがある．ゲイジュツという名の

鉄やコンクリートでできた不自然な結翻を持つ化学調

味料が所々にふりかけられはじめた。この傾肉が続く

なら娘本の漂風蜘という料理名を変更しなければな

らNPOふるさとわっしょい、薪能の上演など多くの

惰報が松之山から全團に発信されている。そして須山

地i翼に萩たに醐館したキョロロには、志賀卵助翁の蝶

のコレクションをはじめ薪たな里山の文化が発信され

るという。今夏は大地の芸術祭と合わせ、見逃せない

イベントが目厳押しである。松之由の往烹7腿体も積

極的に協賛させて懐きます。

　こうした事業も行政だけでなくボランティアの皆さ

んにサポー一トされていることに大きな憲昧があり参加

麿の共感を呼び、さらにいっそうその輝きを増してい

る．次から次へと鐙年後を先取りした事業を展網す

る故郷を誇りに思うと同時に、今後も中山間地のオピ

ニオンリーダー（※〉として強靱な括動を展開される

ことを願っています。

　　　　　　　（※世論の形成に指導的な役割を果たす人）

議本人は中罷、奥さんは水梨撫身。東薫松之山会の結成

に奔逢し、グリーンリース事業には第1獺より参撫。自

ら会舞と故郷の架け橋であるカントリーポエムの編集を

手がける．平成葡年度より松之由会の会長。

らなくなるε1も遠くない。おまけにこの料理にガッペ

イという薬味が舶えられようとしている。薬味は扱い

が難しく、選び間違えると味は含無しになってしまう。

　しかし、まだ間に合う。町民という名の絶妙な技を

持つ料理人が、厳しい眼差しで素材を厳選し、研鐙を

積み、カを寄せ合うなら、今まで以上の味わいに仕上

げることもできる。

　長い歴吏の中で視先が培ってきた伝統に誇りを持ち、

この「天然自然の調理素秘諄本来の味をいかに魅力的

に引き出すかがポイントとなる。

　そうすれば、都会の人たち、1ヨ本中の人たち、いや

盤界の人たちまでも涯目するグルメな・一品駐ヨ本の源

風景毒を、堂々と胸を張って世に問うことができる。

　がんばれ松之山！

雛何気なく訪れた松之由が、都会生活に疲れ果てた身体

を元気にしてくれる。当人は奇跡だという。5無前に永

住を決意し現在赤倉に居住、都会人との交流で活牲化の

一役を握う。この春、紹介せずにはいられないという気

持ちからf暮らしてみたら魔法の里」という本を出版した。
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っているグリーンリー一ス事業は当会の活動の中心です
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なら娘本の漂風蜘という料理名を変更しなければな

らNPOふるさとわっしょい、薪能の上演など多くの
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のコレクションをはじめ薪たな里山の文化が発信され
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ことを願っています。

　　　　　　　（※世論の形成に指導的な役割を果たす人）

議本人は中罷、奥さんは水梨撫身。東薫松之山会の結成

に奔逢し、グリーンリース事業には第1獺より参撫。自

ら会舞と故郷の架け橋であるカントリーポエムの編集を

手がける．平成葡年度より松之由会の会長。

らなくなるε1も遠くない。おまけにこの料理にガッペ

イという薬味が舶えられようとしている。薬味は扱い

が難しく、選び間違えると味は含無しになってしまう。

　しかし、まだ間に合う。町民という名の絶妙な技を

持つ料理人が、厳しい眼差しで素材を厳選し、研鐙を

積み、カを寄せ合うなら、今まで以上の味わいに仕上

げることもできる。

　長い歴吏の中で視先が培ってきた伝統に誇りを持ち、

この「天然自然の調理素秘諄本来の味をいかに魅力的

に引き出すかがポイントとなる。

　そうすれば、都会の人たち、1ヨ本中の人たち、いや

盤界の人たちまでも涯目するグルメな・一品駐ヨ本の源

風景毒を、堂々と胸を張って世に問うことができる。

　がんばれ松之山！

雛何気なく訪れた松之由が、都会生活に疲れ果てた身体

を元気にしてくれる。当人は奇跡だという。5無前に永

住を決意し現在赤倉に居住、都会人との交流で活牲化の

一役を握う。この春、紹介せずにはいられないという気
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麟職

こう　た

航太ちゃん（2歳〉

小野塚　修・翼智ヂさんの長男

　　　　（松之出・隣営住宅）

お
η

み　づき

美月ちゃん（2歳）

趨澤雄墓・美枝さんの長女

　　　　　（湯縫」・麗城）

雛コウちゃんのおとうさん、工事のお鶯事してるんだ憲護みづきはこの書とっても纈しかったんだ。だって楽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みよ。だからぼくもダンプとかユンボとかブルドーザー　馨しみにしていた入園式に水ぽうそうで患られなかった

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むとかい～っぱい纂めて、簿8家の中で工事中さ。おと　掌の。でもその8の朝、みんなと岡じように園晃服蕎せ

うさんよりすごい仕事するんだから。雛おかあさんと　1てもらって、おうちで写輿とってもらったんだ。あり

お翼い物に響くときは、難魚⊃一ナー一に釘1寸けになっ　1がとうお環さん。響翼はそのときのものです。綴今度

ちゃう。お魚さん鏡るのも食べるのも穴好き。特にア　1は楽しかったこと・小学校の運動会で初めて保薄園の

ジの開きは鑛高だねi■ぼくね、入とバイバイするの　1おどりに串ました。まだひよこ纏なんで衣装はないん

が大好きなんだ、今度遵で会ったらヂ1コウちゃんバイ　婁だけど、お兄ちゃんズボンの裾踏んづけながら隣でが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おバイ」って毒をかけてもらえるとうれしいな。いっぱ婁んばった。いつもまねばっかりしてるから、こんな騰

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゐい手を娠っちゃうから．　　　　　　　　　　　　　慧はとっても痩利だよ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ζお父さんから一翻　　　　　　　　　　　　　　　　霧【お母さんから一副

男らし＜、周りの入1こ優しい、元気な男の子になって　i梵気で萌るく、悪いやりのある女の子になって欲しい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な欲しいです、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　憲です。

■注文は前もって1電話でもかまいません
　おクスリが残り少なくなったら畢めに濫文してください。4・58葡でもかまいません。

また、診療勝の窓Oに来て注文しなくとも電話でかまいません。窓〔⊃の場8は作るのに聴間

がかかり、待って贋くことになります。

田注文はできるだけ午後に
　午前中は外来診察の患蓄で混み合います。午後はすいてい濠すので、できれぱ年後に注文

をいただき翌8以降に取りに来ることをおすすめします。

■受け取りも出来れば午後に
　薬局も隼繭中は外果診察の患蓄さんで漉み合います。薬

午後に来ることができる方はできるだけ午後にしてください。　　　　　　　　繍’甑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醜

■受け取りも出来れば午後に
松代病院でも8月48から講1剤i藥絹ができ、診療漸と岡

じような体制になります。従って病院からもらった処方箋

をファックスで送ってもらい、松之由薬局でおクスリをも

らうことができるようになります。

　松代・牽8鱒病院でおクスリのできるのを待っていないで、

松之由に帰ってきて薬局に霧るとできあがっている……と

いうことができるようになります。
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獲鷹部

黙部難鐡

役
場

第蒙欝鐡

松
迄
幽
地
匡

　
幹
幹

　
竃
畜

　
徽
徽

交
徳
茂
茂
敏
明

葵
正
　
　
　
敏

鼠
　
　
塚

刷
　
崩
　
　
騨
　
嚇
　
麟

蕎機　　瞬

評藤糀
鋤摩薫幸（蔭働鍵ンプ〉

蓼根　　勝伯醐補ンブ〉

．難山　敏雄ゆツパ㈱

憲翼　慈雛ぐ松鋤
『
獺
沢
　 ．疋頽〈水梨）

ス1・口　武宏（繭車承ンブ）

馨甥正彦償動継ンブ｝

囲辺　　昭嶋鄭糊ぞンプ〉

搬林　慶雄㈱由）

　　植木竜博
　　津端　金一一

　　山撰　宗雄

　　小林　　哲
編、原　　 賢（小谷）

　　相澤　愚之

　　幅原　浩昭

　　山岸　治二
村山　道夫（橋詰〉

　　保坂　　繁

　　小野塚修

簗黛勢懸

松
里
地
区

第欝蝕懸

布
州
地
区

第4勢欝

一蝕獲叢　　　　　糧撫　儀蕎（欝本）

　　謝分闇長　　　中由　直樹伸期

　　第2機動隊長　中村　健…囎動麟獅プ〉

　　岡副機動隊長柳　…成（働鱒ン勇

業美灘螂　紅ポンブ）

第鑛斑灘鞍擁
　　し．懇越瑛班濃　　滝沢　貴臣

　　第3部鍵　　綴矯糠畢
　　し天爆霧雛綴　　　欝橋　一夫

像灘擾　　　　　鰯籔塚撫叢（藤禽）

翻分鐡鍵　　　難撚　勝男（．妻澱細

第i部鍵　　　懸野：壌秘久僚紛

　　積載簗隊綴i　　　鍵野　一男

　　積載藁鋼翻叢　　　鍮木　窟雄

　　上蝦漣纏鍍鍵　　繭沢　善光

第2部饗　　　涌灘　　智（藤愈）

L藤獄縣廃1晦班i饗　難野塚敬之曝卿

第3部獲　　　渡耀鉦信鎌購
L下編難卜購班饗　　山岸　正義（坪野）

浦
田
地
匡

分麟餐　　　　　線鍍　　進曝闘

劃分懸長　　　難醐　義昭欄変ω

第1部長　　懸翻藷剴（黒翻

ヒ　　　　　　　　　轍施　敏也膿創　　王、班班畏

　　　　　　　　　繭雲　澄、夫晒の蔚）　　2班班捜

第2部長　　繰醐ゼ司磯浦鋤
　　3班積載車隊饗薪月正窟（灘脚
　　積載毒班長　　　久保繊久夫（穎鋤

　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　ア　　4班斑長“一　・保坂　直樹（鰍鋤

第螂灘響麟騰…醐
L5班班長　　　　村磁　重雄仲脚

災害から生命と財産を鰹る消防団。購消防団は十8瞬広域消防と連携し、臼々の予

防活動や定期的な劃練を通して、常に緊急謄に対応できる体制を整えていまず。
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礁2薮S醐 黒倉地区に『エデンの花畑』がオープン！

場勝はちょうどおふくろ館の裏側、棚磁に露まれた約2ヘク

タールの斜藤一帯が一函の花畑に変身しました。広い醗内には

20芳添を超える多種多搬なハーブ・葎花が植えられており、こ

れから娩秋まで季籔摂々の花が楽しめるそうです。7月中旬頃

が最轟の箆碩になりそうというお藷でしたので、皆様ぜひお出

かけください。なお踏内には売鷹やトイレもあり家すので、ゆ

っくりと適ごして顯けます。花の繊子など、詳しいことは電詣

で問い含わせてください。

雛

　　　　　　松之山統合保育所の
6。25㈱】建設が始まります

来年慶からの3保欝勝統禽に陶かって建設される新松之由

保欝勝の安全祈願祭が行われました。俸度内0）穣っ越しを目

指し、急ピッチで工事が進められます。場斯は松之撫小学校

グランド下です。町遵のすぐ脇ですので、通りすがりに進捗

状溌をご覧ください。

β・28【S醐
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　　　　　　松之山分校野球部
鎌幟S醐　北信越地区大会に出場

県予選で2位となり、今園頸城轡営くびき球場で行われた

第4麟北信越地籔商等学校軟式野球大会に出場した松嵩野球

部は、王繊戦で蜜山の竃山簡叢と鮒戦し三〇；7で櫓しくも敗

遜しました。部貴は現窪マネージャーを倉め20人と、松嵩で

は最大の部となっています．1鶴盤部興も6人おり、来薙の

濡躍が期待され豪す。

上川手歌舞伎
にいがた歌舞伎まつりで熱演

歪3
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し
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番
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礁
母
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能
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授
手
習
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。
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薫
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屋
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の
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』
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演
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2
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収
容
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も
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の
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路
灯
を
頂
き
ま
し
た

　
東
北
電
力
㈱
十
鷺
町
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業
断
で
は
、

管
轄
す
る
地
域
の
皆
搬
に
役
立
て
て

も
ら
お
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と
海
奪
街
跨
灯
の
贈
量
を
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け
て
い
ま
す
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今
年
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、
20
W
蛍
光
灯
の
街
露
灯
9
基

が
町
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に
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さ
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ま
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、

皆
様
の
昆
下
を
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て
い
ま
す
．
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　藷然と観光の町をきれいにしようと．町商工会鳶駕部の発案で

始まった町内不法投棄ゴミ回収大作戦の第2園欝が、昨年の園遵

4（）5・津南境に続き、今奪は棄由集落から中璽艦に抜ける趣道：小

沢東海線で行われました。商工会露葎部と保健橿祉譲の呼びかけ

獺
分
溺
に
圏
る
よ
う
な
ゴ
ミ
が
た
く
さ
ん
出
た
と
き
は
、
津
薦
ゴ
ミ

　
廼
珪
場
に
き
分
で
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
．
係
賃
が
丁
寧
に
分
け

　
方
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
（
持
ち
込
み
料
が
か
か
り
ま
す
）

第2回不法投棄ゴミ回収大作戦

■園収ゴミ量　冷蔵庫・洗濯機などの家庭ゴミ類他約6，400kg

　　　　　バイク・農機異など約60鰍g
　　　　　（2tトラック7台＋軽トラック応台分）

O
式
薄
を
述
べ
る

　
高
橋
理
事
畏

会動運いし榮鉛耀／
／60 蔭戯

織照襯

に、町建設業協会が大灘クレーンやダンプトラック持ち込みで参

繍し、はるか崖下まで広がっているおびただしいゴミの園収に挑

みました。当鷺は商工会・業煮・地』元・JA・駐筏斯・役場などから

総勢60名が参撫、朝8時単から4時まで悸薬が続きました。

6・2㈱紛　住民有志でゴミ回収

一方新宙集落では、集落はずれの羅道353沿い道下で園収

作業が行われました．鼠畏の呼ぴかけに周辺の住民講忠io人

が快く岡意しこのaの作業が実環したものです。

大物の園収は1コープやはしごを持ち患しての大作業となり、

応援に駆けっけた松之慮駐征関漸1藻も汗びっしょりになって

作業に当たっていました。醸収ゴミ鼠は約1，鐙Ok齢ご欝労

横でした。
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來
の
轟
齢
春
介
謹

の
必
要
性
を
晃
掘
え
、
平
成
5
年
4
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
不
老
魏
が
今
年
m
周
年
を
迎
え
ま
し
た
．
こ
れ
に
あ

わ
せ
5
月
斜
β
（
烹
）
に
偉
養
料
セ
ン
タ
…
に
於
い
て
、

來
饗
・
濁
係
鷺
約
50
名
が
参
列
し
記
念
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
現
荘
不
老
闇
で
は
満
床
の
入
断
麿
、
平
雛
の
デ

ィ
サ
ー
ピ
ス
、
短
期
入
漸
サ
ー
ビ
ス
の
3
事
業
に
、
昭
名

の
職
貴
が
鍵
隣
間
体
翻
で
介
護
に
蚤
た
っ
て
い
ま
す
が
、

子
供
か
ら
大
人
ま
で
輻
広
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の

活
動
が
施
設
運
営
の
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
．
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礁2薮S醐 黒倉地区に『エデンの花畑』がオープン！

場勝はちょうどおふくろ館の裏側、棚磁に露まれた約2ヘク

タールの斜藤一帯が一函の花畑に変身しました。広い醗内には

20芳添を超える多種多搬なハーブ・葎花が植えられており、こ

れから娩秋まで季籔摂々の花が楽しめるそうです。7月中旬頃

が最轟の箆碩になりそうというお藷でしたので、皆様ぜひお出

かけください。なお踏内には売鷹やトイレもあり家すので、ゆ

っくりと適ごして顯けます。花の繊子など、詳しいことは電詣

で問い含わせてください。

雛

　　　　　　松之山統合保育所の
6。25㈱】建設が始まります

来年慶からの3保欝勝統禽に陶かって建設される新松之由

保欝勝の安全祈願祭が行われました。俸度内0）穣っ越しを目

指し、急ピッチで工事が進められます。場斯は松之撫小学校

グランド下です。町遵のすぐ脇ですので、通りすがりに進捗

状溌をご覧ください。

β・28【S醐

購
電
　
議
”
0
2
S
5
9
－
6
き
3
5
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
現
地
霧
務
斯
〉

口
営
業
蒋
闘
一
午
離
9
鱒
か
ら
午
後
5
鋳
半

　
　
　
　
　
　
※
降
嚢
鰯
ま
で
無
休

■
入
園
料
二
般
大
人
6
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　
　
小
中
4
0
0
円

　　　　　　松之山分校野球部
鎌幟S醐　北信越地区大会に出場

県予選で2位となり、今園頸城轡営くびき球場で行われた

第4麟北信越地籔商等学校軟式野球大会に出場した松嵩野球

部は、王繊戦で蜜山の竃山簡叢と鮒戦し三〇；7で櫓しくも敗

遜しました。部貴は現窪マネージャーを倉め20人と、松嵩で

は最大の部となっています．1鶴盤部興も6人おり、来薙の

濡躍が期待され豪す。

上川手歌舞伎
にいがた歌舞伎まつりで熱演

歪3

　
6
月
2
8
簸
・
鈴
総
の
爾
段
、
六
臼
町
で
開
催
さ
れ
た
「
に

い
が
た
歌
舞
伎
ま
つ
り
｝
に
、
上
郷
手
歌
舞
伎
保
存
会
が
磁

演
し
ま
し
た
。
出
番
は
2
8
臼
の
午
後
2
時
か
ら
。
礁
母
町
芸

能
祭
で
窃
め
て
演
じ
た
「
増
補
菅
原
伝
授
手
習
鑑
。
松
薫
下

屋
敷
の
場
』
を
晃
事
に
演
じ
、
玉
2
0
0
人
収
容
の
六
縫
町

文
化
会
餓
大
ホ
…
ル
い
っ
ぱ
い
に
議
め
か
け
た
観
審
か
ら
熱

い
声
援
を
受
け
ま
し
た
。

§
鵡

今
年
も
9
基
の

街
路
灯
を
頂
き
ま
し
た

　
東
北
電
力
㈱
十
鷺
町
営
業
断
で
は
、

管
轄
す
る
地
域
の
皆
搬
に
役
立
て
て

も
ら
お
う
と
海
奪
街
跨
灯
の
贈
量
を

続
け
て
い
ま
す
．
今
年
も
6
月
1
2
β

に
岡
営
業
漸
の
佐
藤
謙
長
が
役
場
を

訪
れ
、
20
W
蛍
光
灯
の
街
露
灯
9
基

が
町
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
街
蕗
灯
は
町
内
各
漸
に
設
置
さ
れ
、

皆
様
の
昆
下
を
照
ら
し
続
け
て
い
ま
す
．

β。4【w鯛

　藷然と観光の町をきれいにしようと．町商工会鳶駕部の発案で

始まった町内不法投棄ゴミ回収大作戦の第2園欝が、昨年の園遵

4（）5・津南境に続き、今奪は棄由集落から中璽艦に抜ける趣道：小

沢東海線で行われました。商工会露葎部と保健橿祉譲の呼びかけ

獺
分
溺
に
圏
る
よ
う
な
ゴ
ミ
が
た
く
さ
ん
出
た
と
き
は
、
津
薦
ゴ
ミ

　
廼
珪
場
に
き
分
で
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
．
係
賃
が
丁
寧
に
分
け

　
方
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
（
持
ち
込
み
料
が
か
か
り
ま
す
）

第2回不法投棄ゴミ回収大作戦

■園収ゴミ量　冷蔵庫・洗濯機などの家庭ゴミ類他約6，400kg

　　　　　バイク・農機異など約60鰍g
　　　　　（2tトラック7台＋軽トラック応台分）

O
式
薄
を
述
べ
る

　
高
橋
理
事
畏

会動運いし榮鉛耀／
／60 蔭戯

織照襯

に、町建設業協会が大灘クレーンやダンプトラック持ち込みで参

繍し、はるか崖下まで広がっているおびただしいゴミの園収に挑

みました。当鷺は商工会・業煮・地』元・JA・駐筏斯・役場などから

総勢60名が参撫、朝8時単から4時まで悸薬が続きました。

6・2㈱紛　住民有志でゴミ回収

一方新宙集落では、集落はずれの羅道353沿い道下で園収

作業が行われました．鼠畏の呼ぴかけに周辺の住民講忠io人

が快く岡意しこのaの作業が実環したものです。

大物の園収は1コープやはしごを持ち患しての大作業となり、

応援に駆けっけた松之慮駐征関漸1藻も汗びっしょりになって

作業に当たっていました。醸収ゴミ鼠は約1，鐙Ok齢ご欝労

横でした。

鐵

麟

5
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釧
醸

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
不
老
閣
」
が

創
立
憩
周
年
を
連
え
ま
し
た

　
蕎
齢
化
率
の
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い
松
之
磁
驚
で
将
來
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轟
齢
春
介
謹

の
必
要
性
を
晃
掘
え
、
平
成
5
年
4
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
不
老
魏
が
今
年
m
周
年
を
迎
え
ま
し
た
．
こ
れ
に
あ

わ
せ
5
月
斜
β
（
烹
）
に
偉
養
料
セ
ン
タ
…
に
於
い
て
、

來
饗
・
濁
係
鷺
約
50
名
が
参
列
し
記
念
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
現
荘
不
老
闇
で
は
満
床
の
入
断
麿
、
平
雛
の
デ

ィ
サ
ー
ピ
ス
、
短
期
入
漸
サ
ー
ビ
ス
の
3
事
業
に
、
昭
名

の
職
貴
が
鍵
隣
間
体
翻
で
介
護
に
蚤
た
っ
て
い
ま
す
が
、

子
供
か
ら
大
人
ま
で
輻
広
い
ボ
ラ
ン
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ィ
ア
の
方
々
の
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動
が
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運
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の
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．
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平成15年8月25日からち
≧

牌8月、金躍戯燗人ごとに腔牒コード謙というi蹄の番号をお
蜘らせして運期が始まったゼ住浅基本食張ネットワークシステム」です

が、今年8月25臼からは、希望渚への更Cカードの作成とその利罵、奪

金受綿麿の年1醸の現溌屈の廃比などを盛り込んだ第2次サービスが騨

始されます。詳しい内容にっいては来月辱でお知らせします。

せは虞…一

潟地方逢絡部　高

23高臼館ビル2F

◆試験会爆……

◆群しいお問い

　防衛庁　自衛

　上越布本跡6－

　丁創L　O25－523｝

　URし：http：／〈

　ε一鵬ailltplo＠i

　lモードhtセPl

婚
愈
曝
轡
轡
傍
略
略
＠
蛤
愈
毒
数
傍
尊
飾
仙
翰
櫓
懲
数
痴
働
＠
㊧
船
硬
療

熱

麟騨鱒瞬蝿騨㈱鞭鵬脈嬉麟齢纏輔麟鱒騨鱒輔卿櫓

簸
漁
輪
驚
灘
麟
灘
灘
　
・
驚

　
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
は
住
毘
が
主
役
。
往
践
喪
体
の
元
気
づ
く

り
が
ど
ん
ど
ん
継
続
す
る
よ
う
、
　
魎
地
域
特
姓
に
あ
っ
た
N
P
O
溝
懲

講
翌
会
陶
と
題
し
た
講
習
会
を
二
部
形
式
で
醐
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

撫
く
だ
さ
い
。

尋
督
傍
硬

口
β
鷲
平
成
焉
隼
8
月
9
臼
（
土
）

　
　
　
午
後
蓬
時
30
分
～
4
蒔
30
分

■
会
場
　
浦
川
原
村
中
央
公
膿
館
（
後
場
横
）

■
内
容
　
基
調
講
演
門
新
し
い
公
共

　
の
握
い
手
と
な
る
N
P
O
“

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
黛
ン
（
バ
ネ
ラ
ー
3
犠
〉

蘇
融
蟄
㊧
働
魯
砺
硬
愈
検
籔
鼻
曲
働
嬉
船
輻
憩
墜
激
塗
奪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

灘
警
幕
響
難
蕪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
移

日
9
時
　
平
成
爲
無
8
縄
2
3
賛
（
土
）

　
　
　
ギ
繭
9
暗
30
分
～
午
後
4
特
30
分

懸
ム
黙
楓
耀
　
安
塚
町
町
饒
会
露
（
役
場
陶
か
い
）

“
内
容
　
N
P
O
の
基
礎
講
習
お
よ
び

　
広
域
連
携
に
よ
る
地
域
づ
く
り
講
習

　※串し

込
み
は
期
残
ま
で
に
般
場
振
興
謙
（
6
…
3
三
3
4
）
の
鐙
辺
．
商
橋
へ

　
　
第
｛
部
；
・
車
成
播
年
7
月
雛
員
木
豪
で
に

　
　
第
二
部
…
－
平
成
1
5
年
8
月
撮
旦
木
）
ま
で
に

邸
　
県
　
喚
　
諭
壊
　
曲
　
傍
　
啓
　
偽
　
盈
傘
　
褒
　
燦

趣⑯赫鱒麟騨㈱鱒愈薦騨燈鱒紳鱒鎚鱒輔鱒軸

痴
滲
讐
婚
喚
趣
愈
様
沸
傍
嬢
軸
船
㊥
魯
融
塗
顛
尊
蝕
傍
尊
部
嫌
藤
換
薮
騨
働
鈴
尊
奮
む

14

　交通事赦や詐欺など、犯罪の被塞にあって簿察や検察庁に

訴えたけれども、検察蜜が被疑餐（犯入と愚われる人）を趨訴

してくれない、不服である．このような錫8に、その不趨訴処

分のよしあしを、國罠の中からくじで選ぱれた屑入の検察審

嚢轟が審壷ずるのが検察審蓋会です。この糊度は、法葎として
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペヤ施行されて以来今鐸7月唾2∈3で55周無という長い歴史があ

り葦す、万一このような事醗に鐵会ったときはご棺談ください。

饗詳しくは、高田検察霧壷象事務局濠で　費025・524・5総0

蔽繋通簑1窒魯畢肇む診響鱒癖㌔
　養櫨墓集拶箔竃》蟹し鷲璽
　家魔・職場・高校生など5名でチームを作り、9月23藏

からi2月3工βまでの100β間の無事故・無違及達成を懲

指す運転麿の交通安全イベントです。昨年町では20総が

挑戦しました。申し込みは9月1臼までに専罵はがきで
行います。はがき付き案内は役場にありますのでぜひご

参茄ください。なお各事業斯には警堪こご案1勾します。

懸問い合わせは、総務謙行政係＝中島まで

赫鱒麟㈱輔樋鱒騨鰯騨懸麟輔樋軸鱒鱒纏蝿髄繍浄齢榊繍麟鱒醐鯵輔輔麟蔚鴨
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぺ　む
諄嬬4錦蓼臨灘該1影雛麟嫌1
き蕪鰹難1講難警…　

蕪鷺難窯郵難鷺籔1灘
破

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むな

建　　 さ祉　 に1ま3篠るま一　 い保養院欝　 じ幼　　　；

難1欝濠1欝欝1、き

ぶ

喚
簿
塗

蛤轡蟄硬軽脇独船働浄硬銘怒激學驚　い傍“略　　　魯拶　軸蔚い一一“蘇甜一硬　惚懸　癖榛い嫌嬉繍

献
盗
に
ご
脇
力
く
だ
き
い
．

　
今
鐡
は
2
0
0
耀
・
4
0
0
薦
の
～
般
献
撫
で
す
。

磯
臼
　
時
　
7
月
押
薮
（
木
）

　
　
　
　
　
午
莇
9
時
～
⑫
時
ま
で
　
　
※
午
雨
中
の
み
で
す

臓
会
　
場
　
松
之
山
町
役
場

菓
頸
城
郡
医
師
会

休
日
当
番
薦
の
お
瓠
ら
せ

　
ご
利
絹
の
際
は
、
電
話
で
ご
確

認
の
上
お
繊
か
け
く
だ
さ
い
。

7
月
欝
田
（
濤
）

松
之
山
診
療
所
　
黎
6
－
2
2
4
0

8
月
3
段
（
鷺
）

県
立
松
代
病
院
豊
7
－
2
1
0
0

県
立
松
代
病
院
か
ら

お
知
ら
せ

　
県
立
松
代
病
醗
で
は
、
8
月
か

ら
外
来
の
ク
ス
リ
は
院
外
薬
局
で

も
ら
う
よ
う
に
な
り
ま
す
．
松
之

出
診
療
所
で
は
す
で
に
こ
の
4
月

か
ら
院
外
薬
周
に
移
行
し
て
い
ま

す
が
、
県
立
松
代
病
院
で
も
こ
れ

と
岡
じ
方
式
に
変
わ
り
ま
す
。
現

往
病
院
近
く
に
2
つ
の
薬
局
が
闘

唐
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
．
ま

た
8
月
か
ら
は
県
立
松
代
病
院
の

ク
ス
リ
を
松
之
山
薬
燭
な
ど
お
好

き
な
薬
局
で
患
し
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
・
ま
す
。

　
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
病
院
受
付

に
お
気
軽
に
お
闇
き
く
だ
さ
い

あ
り
が
と
う

　
ご
ざ
い
濠
し
た

　
中
学
校
で
役
立
て
て
頂
き
た
い
と
、

図
轡
券
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

　
埼
董
票
箪
触
市
小
野
塚
純
二
様

　
五
万
円
分

灘灘懸灘灘懸麟鑓灘灘灘灘灘翻灘麟懸灘灘麟騰鱗灘

野
島
鳶
よ
り

●
「
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
』

松
之
由
町
野
鳥
愛
護
会

　
初
夏
の
畷
、
蕎
い
木
の
梢
か
ら
職
ジ
ュ
ー
イ
脳
と
い
う
鳴
き

声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
　
「
あ
れ
っ
、
セ
ミ
か
な
？
極
と
思
っ

た
り
し
ま
す
が
、
ま
だ
セ
ミ
に
は
早
い
時
期
で
す
。
実
は
、
繁

殖
期
に
鳴
く
カ
ワ
ラ
ヒ
ラ
の
声
な
の
で
す
。

　
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
は
、
松
之
由
で
は
｝
年
中
見
ら
れ
る
小
鳥
で
す
。

太
い
く
ち
ば
し
と
、
飛
ん
で
い
る
と
き
に
見
ら
れ
る
黄
魚
い
帯

が
特
徴
で
す
．
繁
穂
期
以
外
で
は
群
れ
を
な
し
て
飛
び
翻
り
、

草
凍
に
降
り
て
食
事
を
し
て
い
る
姿
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
螢
、
松
之
出
で
は
こ
の
鳥
を
ア
オ
ス
ト
ト
と
呼
び
、
ホ
オ
ジ

ロ
の
こ
と
を
ア
カ
ス
ト
ト
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
　
噌
ス
ト
ト
嘱

と
い
う
呼
び
名
は
、
　
「
シ
ト
ド
漏
と
い
う
書
葉
か
ら
き
た
よ
う

で
す
が
、
辞
典
を
髄
い
て
み
ま
す
と
、

「
シ
ト
ド
恥
は
ホ
オ
ジ
ロ
の
こ
と
と
あ

り
ま
し
た
。
岡
じ
よ
う
な
習
性
を
持
つ

2
種
類
の
小
鳥
を
区
劉
す
る
た
め
に
、

そ
の
魚
か
ら
「
ア
オ
」
「
ア
カ
篇
と
呼

び
分
け
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

　
　
　
　
　
（
文
、
責
　
磁
辺
　
洋
一
）

灘
禽
簿
の
潔
倒
探
鶏
餐

　
▼
9
　
時
　
7
月
器
臼
（
土
）

　
　
　
　
　
　
午
鶴
4
時
3
0
分
～
7
時
30
分
ま
で

　
▼
場
漸
　
バ
｝
ド
ピ
ア
須
宙
（
美
人
林
駐
毒
場
集
合
）

　
▼
そ
の
地
　
小
雨
決
行
・
双
眼
鏡
な
ど
あ
る
と
便
利
で
す
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平成15年8月25日からち
≧

牌8月、金躍戯燗人ごとに腔牒コード謙というi蹄の番号をお
蜘らせして運期が始まったゼ住浅基本食張ネットワークシステム」です

が、今年8月25臼からは、希望渚への更Cカードの作成とその利罵、奪

金受綿麿の年1醸の現溌屈の廃比などを盛り込んだ第2次サービスが騨

始されます。詳しい内容にっいては来月辱でお知らせします。

せは虞…一

潟地方逢絡部　高

23高臼館ビル2F

◆試験会爆……

◆群しいお問い

　防衛庁　自衛

　上越布本跡6－

　丁創L　O25－523｝

　URし：http：／〈

　ε一鵬ailltplo＠i

　lモードhtセPl

婚
愈
曝
轡
轡
傍
略
略
＠
蛤
愈
毒
数
傍
尊
飾
仙
翰
櫓
懲
数
痴
働
＠
㊧
船
硬
療

熱

麟騨鱒瞬蝿騨㈱鞭鵬脈嬉麟齢纏輔麟鱒騨鱒輔卿櫓

簸
漁
輪
驚
灘
麟
灘
灘
　
・
驚

　
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
は
住
毘
が
主
役
。
往
践
喪
体
の
元
気
づ
く

り
が
ど
ん
ど
ん
継
続
す
る
よ
う
、
　
魎
地
域
特
姓
に
あ
っ
た
N
P
O
溝
懲

講
翌
会
陶
と
題
し
た
講
習
会
を
二
部
形
式
で
醐
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

撫
く
だ
さ
い
。

尋
督
傍
硬

口
β
鷲
平
成
焉
隼
8
月
9
臼
（
土
）

　
　
　
午
後
蓬
時
30
分
～
4
蒔
30
分

■
会
場
　
浦
川
原
村
中
央
公
膿
館
（
後
場
横
）

■
内
容
　
基
調
講
演
門
新
し
い
公
共

　
の
握
い
手
と
な
る
N
P
O
“

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
黛
ン
（
バ
ネ
ラ
ー
3
犠
〉

蘇
融
蟄
㊧
働
魯
砺
硬
愈
検
籔
鼻
曲
働
嬉
船
輻
憩
墜
激
塗
奪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

灘
警
幕
響
難
蕪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
移

日
9
時
　
平
成
爲
無
8
縄
2
3
賛
（
土
）

　
　
　
ギ
繭
9
暗
30
分
～
午
後
4
特
30
分

懸
ム
黙
楓
耀
　
安
塚
町
町
饒
会
露
（
役
場
陶
か
い
）

“
内
容
　
N
P
O
の
基
礎
講
習
お
よ
び

　
広
域
連
携
に
よ
る
地
域
づ
く
り
講
習

　※串し

込
み
は
期
残
ま
で
に
般
場
振
興
謙
（
6
…
3
三
3
4
）
の
鐙
辺
．
商
橋
へ

　
　
第
｛
部
；
・
車
成
播
年
7
月
雛
員
木
豪
で
に

　
　
第
二
部
…
－
平
成
1
5
年
8
月
撮
旦
木
）
ま
で
に

邸
　
県
　
喚
　
諭
壊
　
曲
　
傍
　
啓
　
偽
　
盈
傘
　
褒
　
燦

趣⑯赫鱒麟騨㈱鱒愈薦騨燈鱒紳鱒鎚鱒輔鱒軸

痴
滲
讐
婚
喚
趣
愈
様
沸
傍
嬢
軸
船
㊥
魯
融
塗
顛
尊
蝕
傍
尊
部
嫌
藤
換
薮
騨
働
鈴
尊
奮
む

14

　交通事赦や詐欺など、犯罪の被塞にあって簿察や検察庁に

訴えたけれども、検察蜜が被疑餐（犯入と愚われる人）を趨訴

してくれない、不服である．このような錫8に、その不趨訴処

分のよしあしを、國罠の中からくじで選ぱれた屑入の検察審

嚢轟が審壷ずるのが検察審蓋会です。この糊度は、法葎として
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペヤ施行されて以来今鐸7月唾2∈3で55周無という長い歴史があ

り葦す、万一このような事醗に鐵会ったときはご棺談ください。

饗詳しくは、高田検察霧壷象事務局濠で　費025・524・5総0

蔽繋通簑1窒魯畢肇む診響鱒癖㌔
　養櫨墓集拶箔竃》蟹し鷲璽
　家魔・職場・高校生など5名でチームを作り、9月23藏

からi2月3工βまでの100β間の無事故・無違及達成を懲

指す運転麿の交通安全イベントです。昨年町では20総が

挑戦しました。申し込みは9月1臼までに専罵はがきで
行います。はがき付き案内は役場にありますのでぜひご

参茄ください。なお各事業斯には警堪こご案1勾します。

懸問い合わせは、総務謙行政係＝中島まで

赫鱒麟㈱輔樋鱒騨鰯騨懸麟輔樋軸鱒鱒纏蝿髄繍浄齢榊繍麟鱒醐鯵輔輔麟蔚鴨
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぺ　む
諄嬬4錦蓼臨灘該1影雛麟嫌1
き蕪鰹難1講難警…　

蕪鷺難窯郵難鷺籔1灘
破

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むな

建　　 さ祉　 に1ま3篠るま一　 い保養院欝　 じ幼　　　；

難1欝濠1欝欝1、き

ぶ

喚
簿
塗

蛤轡蟄硬軽脇独船働浄硬銘怒激學驚　い傍“略　　　魯拶　軸蔚い一一“蘇甜一硬　惚懸　癖榛い嫌嬉繍

献
盗
に
ご
脇
力
く
だ
き
い
．

　
今
鐡
は
2
0
0
耀
・
4
0
0
薦
の
～
般
献
撫
で
す
。

磯
臼
　
時
　
7
月
押
薮
（
木
）

　
　
　
　
　
午
莇
9
時
～
⑫
時
ま
で
　
　
※
午
雨
中
の
み
で
す

臓
会
　
場
　
松
之
山
町
役
場

菓
頸
城
郡
医
師
会

休
日
当
番
薦
の
お
瓠
ら
せ

　
ご
利
絹
の
際
は
、
電
話
で
ご
確

認
の
上
お
繊
か
け
く
だ
さ
い
。

7
月
欝
田
（
濤
）

松
之
山
診
療
所
　
黎
6
－
2
2
4
0

8
月
3
段
（
鷺
）

県
立
松
代
病
院
豊
7
－
2
1
0
0

県
立
松
代
病
院
か
ら

お
知
ら
せ

　
県
立
松
代
病
醗
で
は
、
8
月
か

ら
外
来
の
ク
ス
リ
は
院
外
薬
局
で

も
ら
う
よ
う
に
な
り
ま
す
．
松
之

出
診
療
所
で
は
す
で
に
こ
の
4
月

か
ら
院
外
薬
周
に
移
行
し
て
い
ま

す
が
、
県
立
松
代
病
院
で
も
こ
れ

と
岡
じ
方
式
に
変
わ
り
ま
す
。
現

往
病
院
近
く
に
2
つ
の
薬
局
が
闘

唐
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
．
ま

た
8
月
か
ら
は
県
立
松
代
病
院
の

ク
ス
リ
を
松
之
山
薬
燭
な
ど
お
好

き
な
薬
局
で
患
し
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
・
ま
す
。

　
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
病
院
受
付

に
お
気
軽
に
お
闇
き
く
だ
さ
い

あ
り
が
と
う

　
ご
ざ
い
濠
し
た

　
中
学
校
で
役
立
て
て
頂
き
た
い
と
、

図
轡
券
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

　
埼
董
票
箪
触
市
小
野
塚
純
二
様

　
五
万
円
分

灘灘懸灘灘懸麟鑓灘灘灘灘灘翻灘麟懸灘灘麟騰鱗灘

野
島
鳶
よ
り

●
「
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
』

松
之
由
町
野
鳥
愛
護
会

　
初
夏
の
畷
、
蕎
い
木
の
梢
か
ら
職
ジ
ュ
ー
イ
脳
と
い
う
鳴
き

声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
　
「
あ
れ
っ
、
セ
ミ
か
な
？
極
と
思
っ

た
り
し
ま
す
が
、
ま
だ
セ
ミ
に
は
早
い
時
期
で
す
。
実
は
、
繁

殖
期
に
鳴
く
カ
ワ
ラ
ヒ
ラ
の
声
な
の
で
す
。

　
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
は
、
松
之
由
で
は
｝
年
中
見
ら
れ
る
小
鳥
で
す
。

太
い
く
ち
ば
し
と
、
飛
ん
で
い
る
と
き
に
見
ら
れ
る
黄
魚
い
帯

が
特
徴
で
す
．
繁
穂
期
以
外
で
は
群
れ
を
な
し
て
飛
び
翻
り
、

草
凍
に
降
り
て
食
事
を
し
て
い
る
姿
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
螢
、
松
之
出
で
は
こ
の
鳥
を
ア
オ
ス
ト
ト
と
呼
び
、
ホ
オ
ジ

ロ
の
こ
と
を
ア
カ
ス
ト
ト
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
　
噌
ス
ト
ト
嘱

と
い
う
呼
び
名
は
、
　
「
シ
ト
ド
漏
と
い
う
書
葉
か
ら
き
た
よ
う

で
す
が
、
辞
典
を
髄
い
て
み
ま
す
と
、

「
シ
ト
ド
恥
は
ホ
オ
ジ
ロ
の
こ
と
と
あ

り
ま
し
た
。
岡
じ
よ
う
な
習
性
を
持
つ

2
種
類
の
小
鳥
を
区
劉
す
る
た
め
に
、

そ
の
魚
か
ら
「
ア
オ
」
「
ア
カ
篇
と
呼

び
分
け
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

　
　
　
　
　
（
文
、
責
　
磁
辺
　
洋
一
）

灘
禽
簿
の
潔
倒
探
鶏
餐

　
▼
9
　
時
　
7
月
器
臼
（
土
）

　
　
　
　
　
　
午
鶴
4
時
3
0
分
～
7
時
30
分
ま
で

　
▼
場
漸
　
バ
｝
ド
ピ
ア
須
宙
（
美
人
林
駐
毒
場
集
合
）

　
▼
そ
の
地
　
小
雨
決
行
・
双
眼
鏡
な
ど
あ
る
と
便
利
で
す
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欝　　　　訟之撫驚㎝ゐ酬伽R
鰻

　
灘灘

　
　
贈

1（斜1（斜 16㈹ 真夏の箋いの祭典（野杓万作公演）

2㈹1燭 地球環境セミナー 17（日〉 松之出診療所休β当番沼

3（ロ〉 たいこ楽感fひのき屋まライブ（町艮体育館）

午後7時弱演
18帽）

4㈲ 19㈹
5㈹ 婦人検診（7月24Ei・29βも実施） 20㈱躍 エアロビクス

6㈱ 松之山診療所休診
ニコニコ教室、エアロビクス

21（菊 ほのぼの教室

7㈱ ほのぼの教室 22㈹
松之出中学校廃品園収，ギ植物喪話3その¢（森の学校キョロ貸〉

ギ森の学校」キョ1コq第毒藝キ…口口講座（驚民体育露）

8（鉱燭 23㈹
9dゆ ヂ植物夜話」その①（森の学校キョロロ） 24（日〉

10（旧〉 真夏の夏まつり 25㈱ 町長・町議会議員一般選挙公示

11傷〉 26㈹躍
12㈹ 27（脚

r猿まわしがやってくる」（r森の学校」キョg臼）

エアロビクス

13㈱
大書家遺墨展（休養村センター〉嘩7鎖まで

松之山診療所無料健康相談呂、エアロビクス
28（木〉 ほのぼの教室

14（梅安1ほのぼの教室 29㈹ 松之山診療所休診

15（劒 松之毒診療勝午後休診 30㈹ 町長・町議会議員一般選挙投嚢田

31（日〉1燭
・v・撚　騒～棚灘繭騒・・灘識一一鱗灘縫鱗鱒鑛鍵鞭縷灘轟鍵麟灘灘麟灘灘灘雛灘灘　一㍑　’繍一凱　蕊　頴鱗i舞聾鍵　難鰻

畿
等
　
、　　　　　　轍、　　　　繋灘　　　灘．灘灘難羅

藤
藁
藤
頓
塗
轡
趨
轡
趣
硝
藤

恥
謬

、
謬屠凄

夢
歪’

　
き薗

　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　碑
　　　　　　　　　　　　　　　　　憩
　　　　　　　　　　　　　　　　　贈

1　鑓、、，灘　鑓

鱒、1蓬繋躍照．＿＿．＿
・臼疇18務灘叡臼〉蕉箭10時より　・　・会場＝松之出町由の上の能楽堂
蘇簾場駄厳灘高原特設会場　　　　　馨　・蘭い含わせ：真夏の笑い祭典実行委畏会

・灘潜おぜ二役場振興課　憾6－3捻4　婁　　　　　　τ旺6－30”

　
　
　
鱗
，

　
　
　
懸

灘
無
の
雪
上
綱
引
き
よ
り

16

鞠
叢
教
窯

門
ゆ
と
り
陶
螢
教
窒
】

　
轟
齢
潜
陶
け
の
陶
芸
教
塞
で
す
．

▼
期
田

▼
購
闘

▼
場
所

▼
費
罵

▼
講
緬

　
　
　
　
と

　
　
　
　
　
松
之
山
鰯
生
涯
学
習
だ
よ
り
　
公
饒
館
齎
6
－
2
2
6
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
…
ト
ボ
…
ル
ハ
ウ
ス

7
肩
鷲
覆
（
木
）

午
後
ユ
時
30
分
～
4
時

ゲ
…
ト
ボ
…
ル
ハ
ウ
ス

粕
土
代
震
費

醤
由
撹
夫
経
．
教
．
蟻
鵜
轡

【
一
般
陶
芸
教
婁
】

　
｝
般
尚
け
の
陶
芸
教
釜
で
す
．

身
の
醸
り
の
小
物
や
羅
物
な
ど
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
β

▼
時
間

▼
会
場

▼
費
稽

▼
講
飾

7
月
2
5
鑓
釜
）

午
後
7
時
㌻
9
時

ゲ
ー
ト
ポ
…
ル
ハ
ウ
ス

糟
烹
代
震
費

籾
山
悦
炎
霰
金
蟄
搬
溝
攣

門
親
子
陶
芸
教
室
】

　
親
子
（
園
兇
・
兇
嚢
）
で
陶
芸

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
．

▼
期
β
　
8
欝
2
欝
（
土
）

　
　
　
　
8
月
9
欝
く
士
）

▼
時
闘
　
午
後
7
縛
～
9
購

▼
会
場

▼
費
絹

▼
講
舗

粕
漁
、
代
実
費

村
由
悦
夫
（
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午後7時弱演
18帽）

4㈲ 19㈹
5㈹ 婦人検診（7月24Ei・29βも実施） 20㈱躍 エアロビクス

6㈱ 松之山診療所休診
ニコニコ教室、エアロビクス

21（菊 ほのぼの教室

7㈱ ほのぼの教室 22㈹
松之出中学校廃品園収，ギ植物喪話3その¢（森の学校キョロ貸〉
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馨粥鍵璽舅繍鷺溺賛誘凱麟健織賜詣・

8跨畢の納烈U

ギ森の掌校」キョ自qでは、

期間申アボリジニ現代美術展を開催中。

ギ第黛鶏大地の蔓衛祭が醐幕凄

　～お盆に輔霧された方にも
　　　　　　ぜひおすすめください～　斯P2～3

ギ往暴塞ツ墾の麟サービス翻蜘
　～住機暴毒台帳ネットワークシステムの
　　　　第2次サービスが雄iまります～　褻P4

ギ徽の地蟻の望憲し疑禽轡菰つ疑て謙
　～中雛粒・撫本餐長が町民講鹿で講演～　験P6～？

捻簿鵠鷺が投票縫で嘗講
　～町籔・鰐議会議貴選挙が行われます～　翻P＄

ゼ繊蕩鑑が罐期溝外礒鯵鵜繊雛議
　～オーストラリアで2週間の海外研傭iを行い童す～　膨P猛

圃
き
恥
＼
　
き
鞍
唾

事
籔
鳴
壼
篭
熱
論
海
海
蟻
電
幾
糞
苺
魯
麹
丼
魑
灘
戸
赫
建
奏
挙
触
麺
◎
溝
踏
，
働
象
題
強
逸
O
験
遷
、
偽
，
雛
嬢

嶺
鞘
～
＼
礎
鮭
纂
趨
漆
編
纒
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騰
難

おめでた（出生）

該当なし

おくやみ（死亡）

腐澤鴻太郎さん82歳湯本（五枚懸〉
小野塚よ志さん　92歳　湯　山（若葉巖）

本山　ミチさん　93歳　藤　療（糀　屋）

＊6月！鷺から6月30臼までの届串分です。

＊広報に載せてほしくない方は、鰯患の時

　に窓爲にお詣ください。

嘱◎斡毯

総人口

　　男

　　女

徴帯数

　　　　6月3磁ヨ境在三

3，062人（＋2）

i，49圭人（＋2）

三，5質人（±O）

三，王03戸（＋3）

（）内は蔚月との比較

町民憲章　昭灘脚離
わたしたちは松之山町艮です。郷土を愛し、

みんなでよりよい町づくりをしよう。

町民の合書葉

　　三、美しい縁と霧の中で
　　　　　　　　4＞豊力、な入に1なろう

　　1、ブナの梢が触れ合うように

　　　　　　　　連体の心をもとう
　　工、湧きいづる湯泉のように
　　　　　　　　創造のカを蕎めよう

温泉定傭日

温劉2ン9－1翠の湯

7臼 3◎・24い5・3f・

8自

翼西．．．『

7・281”

醗
　　　　奪薙お我溝蒙の礁ん醸濃源疑添タルが飛勝婿め漢

　　　闘窓。饗巻る繊蟻薬登擦鑑るくら髪灘ゐ繍麹膿

脇燃懲膿灘繊紛麟澱鯵難1溺驚麟蘇る・滋
の懸の饗の麟顧講購磯の灘叢麟蟻鯵懸灘隣
織鍍．簸購さ灘涯慧麟燃灘騰剛轄！蕃錨憲く薮融練㈱

遡いっ繍なうさ舗幽⑭

く診＠9脅診臣⑪館
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松里保蕎勝
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